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私
は
、
昭
和
十
六
年
一
月
、
満
州
で
三
年
間
の
兵
役
を
終
え
て

帰
っ
て
き
た
。

十
月
に
な
っ
て
、
関
東
州
の
警
察
官
採
用
試
験
に
合
格
は
し

た
。
そ
の
頃
、
原
隊
の
人
事
係
准
尉
か
ら
手
紙
が
届
き
、
満
鉄
へ

就
職
し
た
い
な
ら
機
関
士
心
得
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
、
と
。
だ
が
採
用
さ
れ
る
と
北
満
行
き
に
な
る
だ
ろ
う
。

在
隊
中
冬
の
衛
兵
勤
務
の
と
き
、
零
下
四
十
度
を
経
験
し
た
が
、

骨
の
ず
い
ま
で
凍
る
よ
う
な
あ
の
と
き
の
寒
さ
を
思
い
出
し
、

ち
ゅ
う
ち
ょ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
天
津
か
ら
息
子
の
遺
骨
を

抱
い
て
帰
っ
て
き
た
父
の
友
人
の
奥
さ
ん
と
会
う
機
会
を
得
た
。

そ
の
奥
さ
ん
は
こ
う
言
っ
た
。
警
察
官
は
人
に
嫌
わ
れ
る
し
、
北

満
は
寒
い
し
、
天
津
へ
い
き
ま
せ
ん
か
、
面
倒
を
見
て
あ
げ
ま
す

よ
、
と
。
私
の
腹
は
き
ま
っ
た
。
天
津
へ
行
く
こ
と
を
告
げ
。
渡

支
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
。
そ
の
最
中
、
日
本
軍
は
米
英
蘭
と

戦
争
の
火
ぶ
た
を
切
っ
た
。
私
は
十
二
月
末
に
朝
鮮
満
州
を
へ
て

天
津
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。

関
釜
連
絡
船
は
、
豪
華
船
だ
っ
た
。
四
年
前
、
入
隊
の
た
め
大

連
へ
向
か
っ
た
と
き
の
輸
送
船
に
比
べ
れ
ば
、
馬
車
に
対
す
る
高

級
乗
用
車
の
よ
う
な
違
い
で
あ
っ
た
。
夕
食
を
す
ま
し
、
入
浴
し

て
ベ
ッ
ド
に
も
ぐ
っ
て
気
が
つ
く
と
、
朝
に
は
釜
山
に
着
い
て
い

た
。列
車
は
鴨
緑
江
の
鉄
橋
を
走
る
。
税
関
吏
が
き
て
、
朝
鮮
婦
人

の
大
き
な
荷
物
を
取
り
上
げ
る
や
、
ば
り
ば
り
と
破
い
て
し
ま
っ



た
。
そ
の
瞬
間
、
中
か
ら
毛
皮
が
ど
っ
と
な
が
れ
る
よ
う
に
出
て

き
た
。
税
関
吏
は
、
そ
の
毛
皮
と
婦
人
を
引
き
ず
っ
て
、
隣
の
車

両
へ
消
え
て
行
っ
た
。

税
関
吏
は
日
本
人
の
よ
う
で
、
毛
皮
は
密
輸
品
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
列
車
は
安
東
へ
着
い
た
。
白
の
朝
鮮
、
黒
の
満
州
と
い
う
が
、

鴨
緑
江
を
越
え
た
だ
け
で
、
服
装
は
す
っ
か
り
変
わ
り
、
中
国
人

は
黒
一
色
の
袖
も
長
い
服
を
着
て
悠
々
と
歩
い
て
い
る
。

こ
の
列
車
は
、
興
亜
と
言
っ
た
。
釜
山
か
ら
北
京
ま
で
、
三
国

直
通
の
国
際
列
車
で
あ
る
。
列
車
は
山
ま
た
山
を
分
け
る
よ
う
に

走
り
、
思
い
出
多
い
橋
頭
、
奉
天
を
へ
て
、
中
国
の
東
北
の
玄
関

山
海
関
へ
着
い
た
。
当
時
日
本
円
は
、
朝
鮮
、
満
州
で
使
用
可
能
、

朝
鮮
円
を
満
州
で
も
使
用
可
能
、
満
州
円
は
満
州
で
使
用
と
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
中
国
で
は
、
日
、
朝
、
満
の
円
は
使
用
で
き

ず
、
こ
こ
の
税
関
で
兌
換
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
山
海
関
は
五

千
五
百
キ
ロ
の
長
城
の
始
点
で
あ
り
、
そ
の
築
城
は
渤
海
の
中
か

ら
始
ま
っ
て
い
た
。
天
津
機
関
区
へ
挨
拶
に
行
っ
た
。
係
は
、
南

満
互
房
店
で
勉
強
し
た
の
な
ら
、
万
家
嶺
の
勾
配
を
乗
務
し
た
で

し
ょ
う
、
と
問
う
。
私
は
は
い
と
答
え
る
と
さ
っ
そ
く
乗
務
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
と
。
社
服
と
作
業
服
を
与
え
ら
れ
、
最
初
は
豊

台
行
へ
の
貨
物
列
車
の
機
関
助
手
と
し
て
、
中
国
人
の
機
関
士
と

助
手
の
組
合
せ
で
あ
っ
た
。
満
鉄
は
ほ
と
ん
ど
自
動
焚
火
機
だ

が
、
こ
こ
華
北
交
通
は
全
部
手
焚
き
で
貨
物
列
車
は
夜
間
運
転
が

多
く
、
苦
労
苦
労
の
毎
日
で
あ
っ
た
。
し
か
し
自
ら
求
め
て
き
た

道
だ
、
日
本
の
国
策
の
前
線
で
活
躍
し
て
い
る
の
だ
と
自
分
を
励

ま
し
つ
つ
頑
張
っ
た
。

私
は
中
国
語
を
知
ら
ず
、
同
乗
の
中
国
人
は
日
本
語
を
知
ら

ず
、
危
険
な
夜
間
の
乗
務
が
ぶ
じ
に
で
き
た
の
は
、
彼
等
の
私
へ

の
親
切
な
指
導
の
お
陰
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
後
旅
客

列
車
に
乗
務
し
、
北
京
、
山
海
関
、
徳
県
方
面
へ
と
多
忙
な
毎
日

で
あ
っ
た
。
準
職
員
試
験
に
合
格
し
、
北
京
の
鉄
道
学
院
機
関
車

科
に
学
び
、
機
関
士
と
な
っ
た
。

昭
和
十
九
年
頃
か
ら
謀
略
に
よ
る
脱
線
事
故
が
多
く
な
り
、
米

軍
機
の
機
関
車
銃
撃
が
頻
度
を
増
し
、
被
弾
に
よ
る
死
傷
者
が
出

る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
十
年
初
夏
、
華
北
南
部
戦
線
へ
救
援
に
行

く
。
昼
間
運
転
は
米
国
機
の
標
的
と
な
る
の
で
、
夜
間
運
転
と
な

る
。
前
照
灯
な
し
の
暗
夜
の
運
転
は
無
気
味
で
あ
っ
た
。
任
務
を

交
替
し
、
天
津
へ
帰
っ
て
一
か
月
後
に
終
戦
と
な
っ
た
。
し
か
し

平
和
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
昨
日
ま
で
協
力
し
て
日
本
軍
と
戦
っ



た
国
民
、
共
産
両
軍
は
、
翌
日
か
ら
撃
ち
合
い
と
な
り
、
天
津
郊

外
に
は
銃
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
部
の
日
本
軍
は
、

再
武
装
を
命
ぜ
ら
れ
、
装
甲
列
車
を
急
造
し
、
再
び
戦
線
へ
、
私

は
そ
の
機
関
士
と
し
て
出
勤
、
し
か
し
さ
い
わ
い
に
戦
禍
は
な

く
、
ぶ
じ
解
散
さ
れ
て
帰
っ
て
き
た
。

八
月
末
の
国
民
軍
の
入
城
、
九
月
末
の
米
軍
の
入
城
、
皇
軍
の

姿
は
な
く
、
米
国
大
型
戦
車
の
堂
々
の
入
城
式
に
は
、
中
国
民
衆

は
万
歳
を
叫
ん
で
欣
喜
雀
躍
。
そ
の
民
衆
に
混
っ
て
、
そ
の
隙
間

か
ら
小
さ
く
な
っ
て
行
進
を
眺
め
る
敗
戦
の
み
じ
め
さ
を
し
み
じ

み
と
味
わ
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
、
奥
地
か
ら
日
本
人
が
、
貨
車
で
、

徒
歩
で
天
津
へ
集
ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
等
を
貨
車
に
乗
せ
て
、
か

つ
て
北
支
軍
の
供
給
基
地
貨
物
廠
へ
送
る
。
米
軍
兵
士
が
機
関
車

へ
上
が
っ
て
き
て
、
走
れ
、
走
れ
と
せ
め
る
が
、
機
関
車
は
弱
っ

て
し
ま
っ
て
蒸
気
が
あ
が
ら
ず
、
な
か
な
か
走
ら
な
い
。

私
達
十
人
ほ
ど
が
残
留
を
申
し
こ
ん
で
許
さ
れ
、
日
僑
の
腕
章

を
腕
に
巻
い
て
、
戦
後
復
興
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
翌

年
六
月
、
留
用
解
除
と
な
り
、
妻
と
子
を
連
れ
、
米
軍
の
上
陸
用

船
艇
で
日
本
へ
帰
っ
た
。
佐
世
保
か
ら
車
窓
に
映
る
も
の
は
焼
け

の
が
原
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

中
国
青
少
年
の
育
成
に
夢　 

神
奈
川
県
　
戸
上
恭
二
　 

 

明
治
四
十
一
年
二
月
、
大
牟
田
市
の
土
木
建
築
業
幾
次
郎
の
次

男
と
し
て
出
生
、
日
制
中
学
校
卒
後
、
父
の
建
築
業
の
手
伝
い
な

ど
し
簿
記
、
設
計
見
習
い
し
な
が
ら
、
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
等
練
習

に
は
げ
ん
だ
。

 

大
正
、
昭
和
初
期
、
全
国
的
不
況
時
代
に
は
い
り
、
当
時
、
南

満
州
鉄
道
経
営
の
安
東
小
学
校
教
師
、
義
兄
許
斐
卯
一
宅
に
寄

居
、
そ
の
す
す
め
で
同
校
の
音
楽
助
手
を
つ
と
め
、
夜
間
は
青
年

学
校
支
那
語
科
で
学
習
に
は
げ
み
、
周
囲
の
協
力
下
、
朝
鮮
の
教

員
免
許
に
合
格
、
鉄
嶺
小
学
校
等
の
助
教
員
の
道
を
進
み
、
結
婚

し
て
満
鉄
経
営
の
鞍
山
公
学
校
教
師
に
な
り
、
中
国
青
少
年
社
員

教
育
に
専
念
、
終
戦
ま
で
十
年
間
全
力
投
球
、
中
国
青
少
年
の
育

成
の
道
を
進
む
。

 

昭
和
初
期
、
満
州
は
地
方
軍
閥
の
圧
制
下
で
、
在
住
日
本
居
留

民
の
圧
迫
さ
れ
た
日
常
生
活
の
不
安
は
強
く
、
柳
條
溝
事
変
か
ら




